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はじめに 

 高知駅付近高架化事業（以下、「高知高架」）は、土讃線の高知駅・入明駅・円行寺口駅を含む約４．１ｋ

ｍの区間を高架化し、１１箇所の踏切を除却、２３箇所で道路と立体交差するもので、平成２０年２月２５

～２６日に線路の切替工事を完了している。今回の工事では、列車間合いや構造上の条件から本切替に至る

までの事前準備作業に相当の時間と手間を要した。本稿では、その内容について述べると共に切替工事の概

要を報告する。 

 

１．高知高架区間の概要 

図－１に高知高架区間の概略

図を示している。構造は単線の

５０Ｎロングであり、高知駅部

の分岐器区間及び起終点の切替

区間を除き、ＪＲ四国として初

めてＤ型弾性マクラギ直結軌道

（総研形）を採用している。ま

た、関連街路事業に伴い起点方

切替区間に若松町比島線（市道） 

が位置しており、高架橋と仮線の相対関係から切

替部において計画線と仮線に約２ｍの高低差（図

－２参照）が生じることになった。 

 

２．切替工事の高低差対策 

 図－３に起点方切替部の縦断線形を示している。

計画線と仮線を取り付けるには、若松町比島Ｂｖ

を約２ｍ扛上する必要があったため、切替工事の

列車間合いや施工方法、施工能力等について様々

な検討を行った結果、事前に軌道を扛上（若松町

比島Ｂｖの桁扛上を含む）することにより切替当

夜には桁を扛上しないこととした。また、軌道の

事前扛上を実施するにあたり課題となった事項は 

次の通りである。 

① 周辺住民への騒音対策及び切替予定時期を考慮した施工期間の設定 

② １回当たりのバラスト補充可能量と扛上量の設定 

③ ＭＴＴ、ホッパ車の保守基地及び工程の調整 

 

図－１ 高知高架区間概略図 

図－２ 起点方切替区間 
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④ 桁扛上との競合作業に伴

う列車間合いの確保 

⑤ 連続及び大量扛上に伴う

軌道沈下対策 

①については、施工区間の両

側に防音シートを設置すると共

に施工日を週２回（月・木に固

定）に限定した。また、年度末

の切替工事予定に間に合わすた

め、年末の多客期輸送前に扛上

が完了するよう施工期間を設定

した。②、③については、施工 

時間や軌道沈下も考慮して１回

当たりの扛上量を最大１５０ｍ

ｍとし、バラスト基地を２箇所

使用することにより１回でホッ

パ６両分（５４ｍ3）のバラスト

補充を可能とした（図－４参照）。

④については、回送列車のダイ

ヤ変更を行うことにより拡大間

合いを確保し、⑤については、

バラストの粒径を制限（４０～

５ｍｍ）して密度を高めると共

に補強盛土によりバラストの側

方流動を防止した。 

以上の対策により、平成２０ 

年９月中旬～１２月中旬まで計２２回の施工を計画したが、順調に作業が進捗したこと及び気象条件にも恵

まれたため、最終的には２０回の施工で軌道扛上を完了することができた。また、施工期間中、列車徐行

（４５ｋｍ／ｈ）と併せて１日２回の軌道検測を実施し、運転保安に万全を期した。 

 

３．線路の切替工事 

高知高架の切替工事は、平成２０年２月２５～２６日に実施し、列車の部分運休やバス代行等により拡大

間合いを確保した。起点方は、若松町比島線を活用できるため、２５ｔラフタークレーン２台による相吊り

施工とし、終点方は人力により移設作業を行った。また、制御所及び信号取扱所の切替も同時施工となった

ため、作業時間や保守用車の工程に制約を受けたが、事前に軌道を扛上していたこともあり拡大間合い内で

無事に切替工事を完了した。 

 

おわりに 

今回の切替工事は、軌道の扛上や保守用車の工程調整等、事前の準備作業に相当の手間と時間を要したが、

本切替は無事故で完了することが出来た。今後も引き続き関係個所との打ち合わせを密に行い、軌道てっ去

工事を含め無事故での完遂を目指したいと考えている。 

最後に、本工事の施工に対しご指導ご尽力をいただいた関係の方々に謝意を表する次第である。 

図－３ 起点方切替部の線路縦断図 
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図－４ 軌道扛上の工程表 
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